
福島県立図書館 本の森への道しるべ            　   一般　34 ロシア文学

                   作成日：2021.3.25
(改訂版)

ロシア文学は、　歴史的背景と政治的・社会的問題を反映する中で生まれてきました。

とくに、１９世紀のロシア文学は、プーシキンやゴーゴリ、ツルゲーネフ、トルストイ、ドフトエフ

スキー等、世界に名を残す作家たちが数多く登場しています。ロシア文学を通して、広大な大地で、

激動の歴史を歩んできたロシアに住む人々の心情にふれてみてはいかがでしょうか。

Rがついているのは、図書館の中でご覧いただく資料です。貸出していません。

文学論（文学史・作家の評伝）

ｱｳﾞｧﾝｷﾞｬﾙﾄﾞな女たち：ﾛｼｱの女性文化（五柳叢書 79） 沼野 恭子/著 五柳書院 2004 980.28/ﾇｷ037

永遠のﾄﾞｽﾄｴﾌｽｷｰ：病いという才能（中公新書 1757） 中村 健之介/著 中央公論新社 2005 980.2/ﾅｹ047

落穂拾い　人間ﾄﾙｽﾄｲ余話 中尾 充夫/著 文芸社 2010 980.2/ﾄﾚ10Y

現代に生きるﾁｪｰﾎﾌ（ﾕｰﾗｼｱ・ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ No.56）
ﾁｪｰﾎﾌ没後百年記
念祭実行委員会/ 東洋書店 2004 980.2/ﾁｴ042

古典として読む『ｲﾜﾝの馬鹿』 法橋 和彦/著 未知谷 2012 983/ﾄﾚ129

小説家が読むﾄﾞｽﾄｴﾌｽｷｰ（集英社新書 0325） 加賀 乙彦/著 集英社 2006 980.2/ﾄﾌ061

ｼﾍﾞﾘｱ文学論序説 中西　昭雄/著 寒灯社 2010 980.2/ﾅﾃ101

一九世紀ﾛｼｱと作家ｶﾞﾙｼﾝ　暗殺とﾃﾛﾙのあとで 大山 麻稀子/著 東洋書店 2010 980.2/ｶﾌ10X

ｿﾛｰｷﾝとﾍﾟﾚｰｳﾞｨﾝ　対話する二つの個性
ボリス・ラーニン
/著

東洋書店 2015 980.2/ｿｳ152

ﾁｪｰﾎﾌ　七分の絶望と三分の希望 沼野 充義/著 講談社 2016 980.2/ﾁｱ161

ﾁｪｰﾎﾌとの恋（ﾁｪｰﾎﾌ・ｺﾚｸｼｮﾝ） ﾘﾃﾞｨｱ・ｱｳﾞｨｰﾛﾜ/作 未知谷 2005 980.2/ﾁｱ052

ﾁｪｰﾎﾌを読め 清水 正/著 鳥影社 2004 980.2/ﾁｱ044

沈黙と夢：作家ｵﾚｰｼｬとｿｳﾞｨｴﾄ文学（ﾛｼｱ作家案内ｼﾘｰｽﾞ 4） 岩本 和久/著 群像社 2003 980.2/ｵﾕ03Y

ﾄﾞｽﾄｴﾌｽｷｰ 山城 むつみ/著 講談社 2010 980.2/ﾄﾌ10Ｙ

ﾄﾞｽﾄｴﾌｽｷｰとｷﾘｽﾄ教　ｲｴｽ主義・大地信仰・社会主義 清 眞人/著 藤原書店 2016 980.2/ﾄﾌ16Ｘ

ﾄﾞｽﾄｴﾌｽｷｰとﾏﾙｸｽ 河原 宏/著 彩流社 2012 980.2/ﾄﾌ126

ﾄﾞｽﾄｴﾌｽｷｰと小説の問い 番場 俊/著 水声社 2012 980.2/ﾄﾌ12Ｚ

ﾄﾙｽﾄｲ・ｸﾛﾆｸﾙ　生涯と活動 藤沼 貴/著 春風社 2010 980.2/ﾄﾚ10Ｘ

ﾄﾙｽﾄｲと生きる 藤沼 貴/著 春風社 2013 980.2/ﾄﾚ13Ｚ

父ﾄﾙｽﾄｲの思い出 イリヤ・トルストイ/著 群像社 2012 980.2/ﾄﾚ126

謎とき『悪霊』（新潮選書） 亀山 郁夫/著 新潮社 2012 983/ﾄﾌ128

ﾅﾎﾞｺﾌ 訳すのは「私」　自己翻訳がひらくﾃｸｽﾄ 秋草 俊一郎/著 東京大学出版会 2011 930.278/ﾅｳ112

二一世紀ﾛｼｱ小説はどこへ行くのか 最新ﾛｼｱ文学案内
ボリス・ラーニン
/著

東洋書店 2013 980.2/ラB135

日常と祝祭：ｿｳﾞｨｴﾄ時代のある編集者の回想
ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・ﾌﾟｼﾞｺﾌ/
著 水声社 2002 980.2/P2

R 日本におけるﾁｪｰﾎﾌ書誌　1902-2004 中島 通昌/編
丸善名古屋出版
ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2004 980.2/044

廃墟のﾃｸｽﾄ　亡命詩人ﾖｼﾌ・ﾌﾞﾛﾂｷｲと現代 竹内 圭子/著 成文社 2013 980.2/ﾌﾖ133

ロシア文学に親しむ



はじめて学ぶﾛｼｱ文学史（ｼﾘｰｽﾞ・はじめて学ぶ文学史 5） 藤沼 貴/編著 ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房 2004 980.2/ﾌﾀ039

ﾊﾞﾌﾁﾝ　（平凡社新書） 桑野 隆/著 平凡社 2011 980.2/ﾊﾐ11Z

ﾌﾟｰｼｷﾝとの散歩（ﾛｼｱ作家案内ｼﾘｰｽﾞ 1）
ｱﾝﾄﾞﾚｲ・ｼﾆｬｰﾌｽｷ
ｲ/著 群像社 2002 980.2/P1

ﾌﾟｰｼｷﾝ伝 ｱﾝﾘ・ﾄﾛﾜｲﾔ/著 水声社 2003 980.2/P1

ﾌﾞﾙｶﾞｰｺﾌ作家の運命（ﾛｼｱ作家案内ｼﾘｰｽﾞ 2） ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ・ｻﾊﾛﾌ/著 群像社 2002 980.2/B2

亡命文学論：徹夜の塊 沼野 充義/著 作品社 2002 980.4/N1

ﾐｽﾃﾘとしての『ｶﾗﾏｰｿﾞﾌの兄弟』　ｽﾒﾙｼﾞｬｺﾌは犯人か? 高野 史緒/[著] 東洋書店 2013 980.28/ﾄﾌ135

ﾚｰﾙﾓﾝﾄﾌ・彗星の軌跡（ﾛｼｱ作家案内ｼﾘｰｽﾞ 5） 今井 博/著 群像社 2004 980.2/ｲﾋ044

ﾛｼｱ・ﾌｧﾝﾀｽﾁｶ〈SF〉の旅（ﾕｰﾗｼｱ・ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ No.90） 宮風 耕治/〔著〕 東洋書店 2006 980.2/ﾐｺ062

ﾛｼｱ文学うら話(ユーラシア文庫7) 笠間 啓治/著 群像社 2017 980.4/ｶｹ171

詩

ｱﾌﾏｰﾄｳﾞｧ詩集（群像社ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 11） ｱﾝﾅ・ｱﾌﾏｰﾄｳﾞｧ/著 群像社 2003 981/A2

ｱﾌﾏｰﾄｳﾞｧの想い出（ﾛｼｱ作家案内ｼﾘｰｽﾞ 8）
アナトーリイ・ナイマ
ン/著 群像社 2011 981/ｱｱ116

『十二』の詩人ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・ﾌﾞﾛｰｸ 鈴木 積/著 ﾃｨﾌﾟﾛ出版 2004 981/ﾌｱ038

ﾄﾘｽﾁｱ：悲しみの歌（群像社ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 12）
ｵｼｯﾌﾟ・ﾏﾝﾃﾞﾘｼｭﾀｰ
ﾑ/著 群像社 2003 981/M2

ﾈｸﾗｰｿﾌ選詩集　英訳・和訳 N.A.ﾈｸﾗｰｿﾌ/著
慶応義塾大学
出版会

2001 981/N1

晴れよう時　1956-1959
ﾎﾞﾘｰｽ・ﾊﾟｽﾃﾙﾅｰｸ/
著 未知谷 2004 981/ﾊﾎ023

マヤコフスキー事件 小笠原　豊樹/著 河出書房新社 2013 981/ﾏｳ13Y

ﾏﾝﾃﾞﾘｼｭﾀｰﾑ読本（ﾛｼｱ作家案内ｼﾘｰｽﾞ 3） 中平 耀/著 群像社 2002 981/ﾏｵ021

ﾛｼｱの女性詩人たち（ﾕｰﾗｼｱ・ﾌﾞｯｸﾚｯﾄ No.28） 土居 紀子/〔著〕 東洋書店 2002 981/D1

わが妹人生：1917年夏
ﾎﾞﾘｰｽ・ﾊﾟｽﾃﾙﾅｰｸ/
著 未知谷 2000 981/P1

小説

iPhuck 10
ヴィクトル・ペレー
ヴィン/著 河出書房新社 2018 983/ﾍｳ188

青い脂
ウラジーミル・ソロー
キン/著 河出書房新社 2012 983/ｿｳ128

可愛い料理女：十八世紀ﾛｼｱ小説集 金沢 美知子/編訳 彩流社 2000 983/K1

消えた太陽（魔法の本棚）
ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ・ｸﾞﾘｰﾝ/
著 国書刊行会 2000 983/G1

巨匠とﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ　上・下　（岩波文庫）
ﾐﾊｲﾙ・ﾌﾞﾙｶﾞｰｺﾌ/
著，水野 忠夫／訳 岩波書店 2015

X983/ﾌﾐ155/1-
2

死せる魂
ゴーゴリ/作,東海
晃久／訳 河出書房新社 2016 983/ｺﾆ169/

詳注版ｶﾗﾏｰｿﾞﾌの兄弟
ドストエフスキー/
著，杉里 直人/訳 水声社 2020 983/ﾄﾌ201/1-2

人生と運命　第1～3巻
ワシーリー・グロスマ
ン/著 みすず書房 2012 983/ｸﾜ121/1-3

聖愚者ラヴル
エヴゲーニー・ヴォ
ドラスキン/著 作品社 2016 983/ｳｴ16Z

大統領の最後の恋（CREST BOOKS） ｱﾝﾄﾞﾚｲ・ｸﾙｺﾌ/著 新潮社 2007 983/ｸｱ068

断崖　第1～5巻　（岩波文庫） ゴンチャロフ/作 岩波書店 2010
X983/ｺｲ109/1-
5

手紙
ミハイル・シーシキ
ン/著 新潮社 2012 983/ｼﾐ12Ｘ

ﾁｪｹﾞﾑのｻﾝﾄﾞﾛおじさん（文学の冒険ｼﾘｰｽﾞ）
ﾌｧｼﾞﾘ・ｲｽｶﾝﾃﾞﾙ/
著 国書刊行会 2002 983/I1

ﾅﾎﾞｺﾌ全短編
ウラジーミル・ナボコ
フ/著 作品社 2011 983/ﾅｳ118

むずかしい年ごろ
アンナ・スタロビネツ
/著 河出書房新社 2016 983/ｽｱ169


